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祁
経
績
後
漢
書
と
蒙
古
人
の
慣
習

　

元
の
邦
経
が
、
世
組
中
統
元
年
宋
に
使
し
て
、
買
似
道
に

抑
留
さ
れ
た
十
六
年
間
中
に
、
著
し
た
「
絞
後
漢
１
　
」
に
は
、

四
夷
傅
が
あ
っ
て
、
「
永
祭
大
典
」
か
ら
復
原
き
れ
た
今
本
に

も
同
傅
の
大
部
分
が
残
存
し
て
ゐ
る
。

　

其
中
、
彼
が
匈
奴
の
風
習
と
し
て
傅
へ
て
ゐ
る
個
處
は
、

流
石
に
、
元
朝
蒙
古
に
仕
へ
た
人
だ
け
に
、
相
常
詳
し
い
も

の
が
あ
っ
て
、
史
漢
匈
奴
傅
の
曖
昧
な
鮎
が
氷
解
す
る
こ
と

が
多
い
・
之
は
彼
が
営
時
蒙
古
に
傅
っ
て
ゐ
た
固
有
の
習
俗

を
、
蒙
古
族
の
阻
先
で
あ
る
匈
μ
の
遺
風
と
認
め
て
書
き
記

し
た
も
の
に
相
違
な
い
か
ら
、
吾
々
は
匈
奴
の
や
う
な
古
い

時
代
か
ら
、
元
朝
に
至
る
迄
一
貫
し
て
蒙
古
の
地
に
傅
っ
た

古
い
習
俗
と
し
て
之
を
解
し
て
差
し
支
へ
た
い
と
思
ふ
。

　

蒙
古
人
の
習
俗
に
闘
し
て
は
、
宋
の
孟
琲
や
欧
羅
巴
の
’

ル
ｎ
ボ
１
ロ
、
ル
ブ
ル
ク
の
様
に
、
寧
ろ
外
部
の
人
と

っ
て
傅
へ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
が
多
く
、
元
朝
側
の
人
に
よ
っ

て
の
纒
っ
た
記
録
は
案
外
に
彭
い
か
ら
、
斯
様
な
鮎
か
ら
謂

っ
て
も
、
都
経
の
記
録
は
面
白
い
も
の
Ｘ
Ｔ
つ
と
謂
へ
る
。

　

史
漢
匈
奴
傅
に
よ
る
と
、
左
右
賢
王
以
下
営
戸
に
至
る
「
萬

ａ
」
（
昌
詣
起
長
膳
）
点
７
禁
二
十
四
聾
答

々
分
地
を
有
っ
た
が
、
邦
経
は
、
田
こ
の
分
地
の
左
右
へ
の

連
り
は
園
猟
・
戦
陣
に
於
け
る
排
列
の
順
次
と
。
な
っ
て
其
次

を
易
へ
す
之
を
「
把
手
」
と
呼
び
、
閑
職
官
で
μ
左
を
た
つ

と
ぶ
も
、
坐
列
で
は
右
を
上
と
し
た
と
傅
へ
て
ゐ
る
。

　

ま
た
同
色
は
白
を
上
び
、
黒
を
凶
服
と
し
圃
即
位
・
呉
官
・

勤
見
・
大
慶
・
會
祠
・
祭
天
８
　
に
は
皆
白
肢
白
馬
を
以
て
し

之
を
「
白
道
」
と
い
つ
た
と
い
ふ
。
（
４
　
服
の
色
を
彼
は
傅
へ
て

ゐ
な
い
ｏ
が
、
匈
奴
と
同
権
に
蒙
古
民
族
の
祀
先
に
雷
っ
、
た
東
胡
鮮

卑
は
、
風
俗
通
の
傅
へ
る
處
で
は
糟
衣
を
常
坦
し
て
ゐ
仁
も
の
で
あ

り
、
（
唐
代
同
絶
も
同
様
）
、
ま
仁
御
覧
所
引
廣
志
に
よ
れ
ば
烏
丸
は

木
積
を
朱
染
し
て
冠
.
a
＼
-
t
£
3
の
と
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
匈
奴
も

亦
或
は
同
様
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
）

　

ア
ル
メ
ー
一
ア
の
史
家
は
、
蒙
古
人
が
、
主
人
に
も
奴
隷
に

も
同
じ
食
物
を
出
す
と
特
筆
し
て
ゐ
る
が
、
祁
経
も
亦
同
肉

を
食
ひ
腫
酪
を
飲
み
、
君
長
よ
り
奴
婢
に
至
る
迄
、
多
寡
を

均
し
く
し
、
飲
食
を
同
じ
く
し
た
と
い
ふ
。
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其
他
同
将
に
戦
は
ん
と
す
る
、
先
づ
馬
の
壮
に
し
て
肥
駿
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4４3

久
し
く
乗
ら
ざ
る
者
を
探
っ
て
之
を
箱
廣
し
、
匍
林
を
禁
じ

飲
水
を
減
す
る
。
こ
れ
を
「
去
油
腸
」
と
い
ひ
、
。
か
く
す
る

こ
と
一
雨
日
ヽ
一
人
数
騎
を
爰
ね
、
書
夜
馳
突
し
・
で
懲
れ
す
。

岡
約
信
を
重
じ
、
数
千
里
の
遠
出
泡
雖
も
歳
年
、
其
期
を
恵

ら
ね
。
㈲
名
を
以
て
競
と
焉
し
、
譚
せ
申
字
無
く
。
剛
醤
巫

を
尊
び
、
東
上
に
坐
せ
し
む
。
諸
大
人
入
見
す
れ
ば
、
巫
を

し
て
火
前
を
占
め
し
む
ヽ
之
を
「
過
火
門
」
と
謂
ふ
。
㈲
凡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

ぞ
官
に
命
じ
て
軍
を
出
す
、
羊
幹
を
焼
い
て
吉
凶
を
脱
る
。

11
1
主
死
し
て
子
及
び
親
族
無
き
時
は
、
奴
そ
の
家
を
と
る
。

1
2
尤
も
雷
霞
を
畏
れ
、
馬
牛
羊
の
震
死
す
る
と
き
は
、
群
を

く學
げ
て
之
を
棄
っ
。
1
3
其
の
逡
死
、
棺
槨
金
銀
の
衣
裳
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

て
封
土
標
樹
無
く
、
偶
を
馳
せ
て
其
上
を
賤
み
、
其
旁
を
馳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

せ
、
復
た
識
る
可
ら
ざ
ら
し
め
て
後
ち
已
む
。
旧
死
者
あ
れ

ば
破
哭
し
、
衆
、
酒
酪
を
以
て
之
に
飲
産
し
め
之
を
「
添
涙
」

と
い
ひ
ヽ
剔
馬
牛
羊
を
殺
し
で
祭
り
之
を
食
吋
其
骨
を
焚

　
　
　
　

ぐ

く
ヽ
之
を
「
焼
飯
」
と
い
ふ
稀
婦
の
夫
に
事
ふ
る
こ
と
、
舅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

姑
に
事
ふ
る
如
く
、
淫
酪
知
霧
皮
革
車
服
器
用
す
べ
て
婦
人

が
之
を
作
る
。
男
子
、
朝
出
、
婦
人
馬
を
捉
へ
鞍
勤
を
加
へ

弓
矢
を
と
り
ヽ
騎
去
る
を
見
送
る
・
軍
中
に
在
っ
て
は
管
落

翰
重
畜
牧
等
に
営
り
、
炉
せ
す
し
て
勤
努
に
服
す
云
々
。

　

吻
論
、
、
是
等
の
中
に
は
蒙
縫
備
録
や
’
ル
’
ポ
ー
’
紀
行

も
の
他
に
よ
っ
て
、
既
に
知
悉
さ
れ
て
ゐ
る
必
の
も
あ
る

が
、
上
述
の
如
き
意
味
に
於
い
ｔ
、
改
め
て
注
目
さ
れ
て
よ

い
文
献
と
い
へ
や
り
ｙ
清
の
郭
松
年
綾
後
漢
書
札
記
の
序
文

に
て
も
知
ら
れ
る
様
、
１
　
て
は
相
営
稀
壇
で
あ
っ
た
本
書
も

今
で
は
排
印
本
ず
ら
普
及
し
て
ゐ
る
。
が
、
何
分
大
部
分
が

三
國
志
の
焼
直
し
と
い
ふ
所
か
ら
、
鴇
魏
史
の
史
料
と
し
て

は
使
用
さ
れ
な
い
。
然
し
上
述
の
様
な
勤
か
ら
は
、
も
っ
と

援
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
ふ
。
東
夷
傅
に
「
句
麗
別
部
曰

潮
海
、
其
東
際
海
西
接
遼
東
中
略
至
蔀
人
高
歓
逐
魏
孝
武
帝

云
々
」
と
、
途
方
も
無
い
後
世
の
事
を
叙
べ
て
ゐ
る
所
等
が

却
っ
て
本
書
の
身
上
で
あ
る
・
。
倚
上
掲
郭
氏
の
札
記
が
三
國

志
・
苑
史
・
晋
書
と
の
一
字
一
劃
の
異
同
を
刻
明
に
阜
げ
乍

ら
数
行
に
亘
る
那
経
の
加
筆
に
つ
い
て
は
一
向
に
無
開
心
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀
・

　
　

／

あ
る
の
は
面
白
い
現
象
で
あ
る
。

＊
元
胡
三
省
も
通
鑑
注
に
漠
北
之
俗
死
者
停
屍
於
帳
子
孫
及
親
腸
男

女
各
殺
牛
馬
陳
於
帳
前
祭
之
逍
帳
走
馬
七
匝
云
々
と
い
ふ
。

＊
＊
マ
ル
＝
ボ
ー
ロ
の
謂
ふ
蒙
古
婦
人
の
幌
車
、
天
幕
の
撤
去
設
置
。
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